
組入上位銘柄のご紹介

野村ブラックロック世界優良企業厳選ファンド
Aコース（米ドル売り円買い）／ Bコース（為替ヘッジなし）

追加型投信／内外／株式

平素より「野村ブラックロック世界優良企業厳選ファンド」（以下、ファンドといいます。）をご愛顧賜り、厚く
御礼申し上げます。ファンドが投資対象とする外国投資法人の2024年9月30日現在の組入上位銘柄に
ついて、ご紹介いたします。

組入上位10銘柄（2024年9月30日現在）
ファンドが投資対象とする外国投資法人「ブラックロック・ファンズⅠ・ICAV - ブラックロック・グローバル・アンコンストレインド・エクイティ・ファンド」の資産内容

＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

組入銘柄数：21

順位 銘柄名 国・地域 セクター 組入比率

1 マイクロソフト 米国 情報技術 9.7％

2 ノボ・ノルディスク デンマーク ヘルスケア 8.4％

3 ASMLホールディング オランダ 情報技術 7.9％

4 S&Pグローバル 米国 金融 5.6％

5 メタ・プラットフォームズ 米国 コミュニケーション・
サービス 5.3％

6 サーモ・フィッシャー・サイエンティフィック 米国 ヘルスケア 4.9％

7 マスターカード 米国 金融 4.7％

8 ケイデンス・デザイン・システムズ 米国 情報技術 4.7％

9 LVMH モエヘネシー･ルイヴィトン フランス 一般消費財・
サービス 4.7％

10 ビザ 米国 金融 4.5％

比率は純資産比です。国・地域は発行国・地域で区分しています。セクター分類はGICSに基づきます。
上記は投資対象ファンドの上位組入銘柄の参考情報を提供することを目的としており、特定銘柄の売買等の推奨、また価格などの上昇や下落を示唆するものではありません。
(出所)ブラックロックの提供情報を基に野村アセットマネジメント作成

上記は過去の運用実績であり、将来の運用成果を示唆あるいは保証するものではありません。
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銘柄のご紹介

ノボ・ノルディスク

マイクロソフト
会社概要

投資背景と市場見通し
• Statistaによれば世界のソフトウェア業界の市場規模は

2020年から2029年にかけて堅調に成長し、2029年
には約8,990億米ドルに達すると予測されている。

• OS市場では、今後は企業向け分野での成長が期待さ
れ、同社はサービスの一体化（バンドル化）を通じて企
業との関係を強化しながらアップセルを実現している。

• クラウドサービスAzureは市場シェア2位に位置しており、
市場シェアは拡大傾向にある。生成AI※1の分野でも同
社は有利な立場にあると考えている。

• 多額の研究開発費や様々なエリアでのマーケットポジショ
ンの高さから収益性維持と利益成長が可能と判断。

会社概要
• 医薬品、医療機器の開発、輸入、製造、販売を行なう
世界有数のヘルスケア企業。

• 1923年の創業より100年以上にわたり、糖尿病、肥満
症、希少血液疾患、希少内分泌疾患とともに生きる
人々の健康状態の改善を目指している。

• 近年、肥満症治療薬として注目を集めるGLP-1受容体
作動薬※2の分野において高いシェアを誇っている。

• 世界肥満連合（WOF）の予測によれば、今後肥満
が最も増加する10か国のうち9か国は、アフリカやアジア
の中低所得国。

• 人口増加や世界の所得拡大に加えて、肥満人口の増
加も医薬品市場の拡大を後押しすると考えている。

• 糖尿病・肥満症分野における強力なマーケットポジショ
ンを確立しており、構造的な市場成長を背景に収益性
の維持および利益成長ができるものと判断。

投資背景と市場見通し

• 米国ワシントン州に本社を持つソフトウエア会社。アプリ
ケーション、クラウド・ストレージ、高度セキュリティソリュー
ションを提供する。世界各地で事業を展開。

• PC向けOS（基本ソフトウェア）の「Windows」とビジ
ネス向けソフトウエアの「Office」で圧倒的シェアを誇る。
その他、検索エンジンのほか、自社ブランドのハードウエア
製品（家庭用ゲーム機「Xbox」、PC・タブレット端末
「Surface」など）も投入。クラウドサービスAzureやAI
技術などにも積極的に取り組んでいる。

期間：2019年6月期～2024年6月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移

期間：2019年12月期～2023年12月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移
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＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

上記はブラックロックの運用チームの2024年10月時点の見解であり今後変更される場合があります。投資対象ファンドの上位組入銘柄の参考情報を提供することを目的としてお
り、特定銘柄の売買等の推奨、また価格などの上昇や下落を示唆するものではありません。過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
(出所)ブラックロックの提供情報、ブルームバーグのデータを基に野村アセットマネジメント作成
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銘柄のご紹介

S &Pグローバル

AS MLホールディング
会社概要
• 世界の半導体メーカーを支援する露光装置※業界の最
大手。ヨーロッパ、アジア、米国で広く事業を展開。

• 過去20年以上にわたる研究開発により、製品の性能や
機能を向上させるのに有効な半導体の微細化に欠かせ
ないEUV（極端紫外線）露光装置を製造・提供。

• 同社のEUV露光装置はマーケットシェア100％を誇る。

• 生成AI市場は2030年に向けて大幅に拡大していく見
通し。加えて、自動運転、5Gなどの新技術も高性能な
半導体チップ需要を促進。

• 生成AIにはGPUと呼ばれる高性能半導体チップが用い
られ、半導体の微細化要求に伴い半導体製造装置需
要は高まる見込み。

• 同社はEUV露光装置の世界唯一の製造者であるため、
価格決定力を有する。マーケットポジションが崩れる可能
性は低く、利益成長が可能と判断。

会社概要
• 米国ニューヨークに本拠地を置くグローバル金融サービス
企業で、主に指数データの算出、信用格付データの提
供、企業財務データの提供、商品市況や自動車市場
の予測・情報提供の事業を運営する。

• 金融サービスを通じて、企業、金融機関、政府機関に
対して、経済や市場の動向を評価し、意思決定をサ
ポートする情報を提供。

• 指数プロバイダーとして確固たる地位を築いている。

投資背景と市場見通し

投資背景と市場見通し
• 金融商品の多様化や世界的な投資の拡大に伴い、世
界中の金融機関がETF（上場投資信託）などのパッシ
ブ運用商品を組成しており、そのベンチマーク（目標とす
る指標）として指数のニーズが高まっている。この様な市
場環境は、同社の収益拡大につながると期待。

• プライベート資産の残高も拡大。プライベート資産は公
開企業と比べ情報が少ないため、同社などの実績ある
格付機関が付与するレーティングへの需要拡大を予想。

• 信用格付業界および指数プロバイダー事業は参入障壁
が高く、その中で同社の強力なマーケットポジションを評
価。市場の拡大に伴う利益成長に期待。

期間：2019年12月期～2023年12月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移

期間：2019年12月期～2023年12月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移
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※ 露光装置：半導体の基板に紫外線を照射して回路を焼き付ける装置
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＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

上記はブラックロックの運用チームの2024年10月時点の見解であり今後変更される場合があります。投資対象ファンドの上位組入銘柄の参考情報を提供することを目的としてお
り、特定銘柄の売買等の推奨、また価格などの上昇や下落を示唆するものではありません。過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
(出所)ブラックロックの提供情報、ブルームバーグのデータを基に野村アセットマネジメント作成



• ソーシャルテクノロジー会社。ユーザーをつなぎ、コミュニティ
を見つけ、事業の成長を支援するアプリケーションおよび技
術を構築する。

• 主にFacebook, Instagram, WhatsAppなどのソー
シャルメディアプラットフォームを運営。VR（仮想現実）や
AR（拡張現実）、メタバース（相互に接続されたデジタ
ル空間）にも積極的に投資し、未来型のコミュニケーショ
ン手段を提供。

• 同社の収益構造は、SNSを経由した広告収入が多くを
占め、広告主から収益を得るビジネスモデルであり、デジタ
ル広告市場で重要な地位を維持。
。

銘柄のご紹介

サーモ・フィッシャー・サイエンティフィック

メタ・プラットフォームズ
会社概要

• ソーシャルメディアは、多様なビジネスモデルを支えるプラット
フォームへ進化。ユーザーデータを基にしたターゲティング広
告や、Eコマース機能の強化により利用者が増加し、収益
機会が拡大。

• 同社はターゲティング技術の高度化に注力、その規模とAI
インフラへの早期投資を活用し、広告事業を強化。

• 広範なユーザーデータを活用してより正確な広告配信が可
能になった結果として広告のROIが大幅に改善し、収益の
成長も加速。マーケットポジションと収益性を基に今後も利
益拡大が可能と判断。

会社概要
• 科学関連製品メーカーであり、科学機器、消耗品、およ
び化学品を製造する。主な製品は、ライフサイエンスの研
究・分析に用いる分析機器、検査機器、ソフトウエア、
サービス、消耗品、試薬、化学品、関連用品。

• 製薬会社、バイオテクノロジー会社、病院、臨床診断研
究所、大学、研究機関、および政府機関に製品を提供
する。

• ライフサイエンス分野では、バイオ医薬品や次世代医療技
術の開発が急速に進行していることなどを背景に、多くの研
究機器やサービスの需要が高まっている。

• 新型コロナウイルスの影響で各国で医療基盤強化が進ん
でおり、同社は「研究支援」ビジネスのリーダーとして、また、
業界再編をリードする統合の推進役としても注目されてい
る。

• 多角的なビジネスモデルにより業績の安定性が高く、財務
基盤が強固であり、優れた資本配分を行なっていることを
評価している。

投資背景と市場見通し

投資背景と市場見通し

期間：2019年12月期～2023年12月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移

期間：2019年12月期～2023年12月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移
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銘柄のご紹介

ケイデンス・デザイン・システムズ

マスターカード
会社概要
• クレジットカードやデビットカードの決済ネットワークを提供
する世界的な金融サービス企業で、約210ヵ国以上で
利用されている。

• デジタル決済やフィンテックの革新にも積極的で、モバイル
決済やブロックチェーン技術を取り入れ、次世代の金融
サービス提供にも注力している。

• 新型コロナウイルスの影響でキャッシュレス化等が進行す
る中で新たな決済フローをターゲットにし、非カードベース
の決済市場での成長を目指している。

投資背景と市場見通し
• キャッシュレス決済がEコマース市場で主流となるなど、
キャッシュレス市場の更なる拡大を背景に、デジタル決済
業界にも好影響を与えることが期待できる。

• 同社のマーケットポジションの強さを背景とした高い収益
性への評価、また北米に加え欧州やアジアでの強みがあ
り、地域分散が図られており、高ROEの要因でもある財
務レバレッジを効かせて成長分野へ積極投資している点
も評価している。

会社概要
• ソフトウェア、ハードウェア、IP（知的財産）を提供する
電子システム設計会社。

• 米国、欧州、日本を含むアジアなどを拠点とし、主力製
品であるEDA（Electronic Design Automation：
半導体や電子機器の設計作業を自動化するソフトウェア
など）の世界的リーダー。

• 半導体には、音声信号の処理やセンサー技術に優れる
アナログ半導体と、高速なデータ処理や計算に優れるデ
ジタル半導体の2種類があり、同社はどちら向けにもEDA
ツールを提供しており、アナログ半導体の分野では特に大
きなシェアを有している。

• StatistaによるとEDAの市場規模は、2020年から
2024年にかけて、年平均成長率13.8%で成長すること
が見込まれている。

• また、EDAは半導体業界の中でも、より高度な技術が求
められる分野であり、その参入障壁やスイッチングコストの
高さが同社の優位性の維持を可能にしている。

• 積極的な研究開発に加え、自社の将来の成長に繋がる
買収戦略を着実に実施してきた経営陣の手腕などを評
価している。

投資背景と市場見通し

期間：2019年12月期～2023年12月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移

期間：2019年12月期～2023年12月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移
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＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。

上記はブラックロックの運用チームの2024年10月時点の見解であり今後変更される場合があります。投資対象ファンドの上位組入銘柄の参考情報を提供することを目的としてお
り、特定銘柄の売買等の推奨、また価格などの上昇や下落を示唆するものではありません。過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
(出所)ブラックロックの提供情報、ブルームバーグのデータを基に野村アセットマネジメント作成



銘柄のご紹介

ビザ

LVMH  モエヘネシー･ルイヴィトン
会社概要
• LVMHは、1987年にモエヘネシーとルイ・ヴィトンが合併
したことによって誕生。ルイ・ヴィトンやクリスチャン・ディオー
ル、ティファニーといった世界的に有名なブランドを数多く有
するグループ。

• 1989年以来グループを率いるベルナール・アルノー氏は、
筆頭株主として、LVMHをラグジュアリービジネスの世界
的リーダーにすることを追求している。

• インドや中国で中間所得者層が拡大していることや、高
級品市場も拡大傾向となっていることから、今後も高い
収益成長が期待できると判断。

• 直営店を中心に流通経路を絞りつつ厳格に商品の価格
設定を行ない、顧客とのつながりを重視してブランド力を
高めている点を評価している。

• 競合他社よりも強固なブランド力を持っていることは強力
なキャッシュフローの創出能力に繋がっており、高い収益
成長を長期にわたって維持できるものと判断している。

会社概要
• クレジットカード会社で、小売り電子決済ネットワークの運
営、国際的な金融サービスの提供に従事。

• 金融機関、販売業者、消費者、企業、政府機関などが
相互に行なう決済ネットワークやデータ転送サービスを通
じて、国際的な商取引の機会を提供する。

• カード各社の世界の購入取引件数で首位であり、ブラン
ド力とマーケットポジションの強さを背景とした高い収益性
を評価している。

• 米国市場では成熟が進んでいるものの、世界的なEコ
マースの拡大に伴うキャッシュレス決済需要の高まりから
今後も収益の拡大が可能と考えている。

投資背景と市場見通し

投資背景と市場見通し

期間：2019年12月期～2023年12月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移

期間：2019年9月期～2023年9月期

期間：2019年9月30日～2024年9月30日、日次

売上高および1株当たり利益

株価推移
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＊後述の【投資リスク】【当資料について】および【お申込みに際してのご留意事項】を必ずご覧ください。
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上記はブラックロックの運用チームの2024年10月時点の見解であり今後変更される場合があります。投資対象ファンドの上位組入銘柄の参考情報を提供することを目的としてお
り、特定銘柄の売買等の推奨、また価格などの上昇や下落を示唆するものではありません。過去のデータであり、将来の投資成果を示唆あるいは保証するものではありません。
(出所)ブラックロックの提供情報、ブルームバーグのデータを基に野村アセットマネジメント作成



当ファンドの投資リスク
各ファンドは、外国投資証券等への投資を通じて、株式等に実質的に投資する効果を有しますので、当
該株式の価格下落や、当該株式の発行会社の倒産や財務状況の悪化等の影響により、基準価額が
下落することがあります。また、外貨建資産に投資しますので、為替の変動により基準価額が下落すること
があります。
したがって、投資家の皆様の投資元金は保証されているものではなく、基準価額の下落により、損失が生
じることがあります。なお、投資信託は預貯金と異なります。

（2024年8月現在）

ファンドの特色

ファンドのリスクは下記に限定されません。詳しくは投資信託説明書(交付目論見書)の「投資リスク」をご覧ください。

投資リスク

※1 Depositary Receipt（預託証書）の略で、ある国の株式発行会社の株式を海外で流通させるために、その会社の株式を銀行などに預託し、その代替と
して海外で発行される証券をいいます。DRは、株式と同様に金融商品取引所などで取引されます。

※2 「実質的な主要投資対象」とは、外国投資法人や「野村マネー マザーファンド」を通じて投資する、主要な投資対象という意味です。ファンドはファンド・オブ・
ファンズ方式で運用します。

※3 Aコースにおける「米ドル売り円買い」とは、原則として純資産総額を米ドル換算した額とほぼ同額程度の米ドル売り円買いの為替取引を行なうことをいいます。
※4 当面の間、ブラックロック・ファンズⅠ・ICAV - ブラックロック・グローバル・アンコンストレインド・エクイティ・ファンド- クラスXヘッジ（円建て）の外国投資証券に

投資を行ないますが、為替リスクの低減をより効率的に行なう事を目的として、同ファンドの投資対象クラスの変更を行なう場合があります。

資金動向、市況動向等によっては、上記のような運用ができない場合があります。
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＜当資料について＞
当資料は、ファンドに関する参考情報の提供を目的として野村アセットマネジメントが作成したものです。
当資料は信頼できると考えられる情報に基づいて作成しておりますが、情報の正確性、完全性を保証するものではありません。
当資料中の記載事項は、全て当資料作成時以前のものであり、事前の連絡なしに変更されることがあります。
当資料中のいかなる内容も将来の運用成果または投資収益を示唆あるいは保証するものではありません。

＜お申込みに際してのご留意事項＞
ファンドは、元金が保証されているものではありません。
ファンドに生じた利益および損失は、すべて受益者に帰属します。
ファンドの分配金は、投資信託説明書（交付目論見書）記載の「分配の方針」に基づいて委託会社が決定しますが、委託会社の判断により分配を行なわな
い場合もあります。また、将来の分配金の支払いおよびその金額について示唆、保証するものではありません。

お申込みにあたっては、販売会社よりお渡しする投資信託説明書（交付目論見書）の内容を必ずご確認のうえ、ご自身でご判断ください。

（2024年10月現在）
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